
ビジネス・ルールの変更が与える影響のテスト、シミュレーション、監査を実現 
 
 
 

 

IBM WebSphere ILOG Decision Validation Services  
WebSphere ILOG JRules BRMS で管理された意思決定ロジックについて、

優れたガバナンスと洞察を実現 
 
 

概要 

 
 ルールと事業目的の合致 

 アプリケーションのメンテナン

ス・コスト削減 

 自信を持って変更を実現 

 変更に要する時間を短縮 

 リスク、コスト、ストレスを削減 

 

進化するビジネス・ルールの影響を把

握する 
ソフトウェア・アプリケーションのメ

ンテナンスで意外なほど時間をとら

れるのが、運用環境への導入前に行う

変更点のテストです。しかも、今まで、

このテストで確認されるのはアプリ

ケーションの完全性だけでした。つま

り、どこかを壊してしまっていないか

を確認するだけで、変更点が事業にど

のような影響を与えるのかについて

はチェックが行われていませんでし

た。 
 

包括的な評価機能 
IBM® WebSphere® ILOG Decision 

Validation Services (DVS) では、現実

的なシナリオを使ってテスト、シミュ

レーション、監査を行い、ビジネス・

ルールの変更が運用システムにどの

ような影響を与えるのかを確認でき

ます。 
 
• ルールの動作が期待通りであるこ

とを確認する単位テストとデグ

レーション・テストが可能。 
• ルールのセット (「ルール・セッ

ト」) をデータに適用し、その結

果を捕捉する機能テストが可能。 
• ルール・セットの結果を履歴デー

タや試験データと対照するシミュ

レーションにより、影響を測定あ

るいは確認。 
• ルール実行監査により意志決定出

力を点検。 
 
 

WebSphere ILOG Rule Team Server テスト・スイートから得られた結果 
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DVS を使用すると、ビジネス・シス

テムに影響を与える意思決定ロジッ

クの変更に伴うリスクが最小限にお

さえられるほか、コストとストレスも

削減されます。シナリオ・テストがで

きるため、アプリケーションを構築・

維持し、市場に投入するまでの期間を

短縮することが可能ですし、変更時の

生産性もあがれば自信を持って仕事

を進められるようにもなります。DVS 
は、ビジネス・ルール管理システム 
(BRMS) の IBM WebSphere ILOG 
JRules と直接統合し、導入したルー

ルが確実に所期の目的を達成できる

ようにします。また、複雑で変化の激

しい意志決定を自動化するさまざま

なアプローチのテストも可能になり

ます。 
 
最先端のルール管理環境を拡張 
DVS が導入されると、技術に詳しく

ないビジネス・ユーザーも JRules 
BRMS でさまざまな解析やレポー

ティングが行えるようになります。

ルール・セットのパワフルなテスト機

能やシミュレーション機能が 
WebSphere ILOG Rule Team Server 環
境から直接使えるようになるのです。

ビジネス・ポリシー・マネージャーに

とっては、ルールが正しいことを確認

し、ルールから生まれるアクションを

シミュレーションするツールとなり

ます。あらゆる面でカスタマイズが可

能であるため、ルール・プロジェクト

ごとにその要件に最適化することが

できます。 

ILOG Rule Team Server シミュレーション・スイートから得られた結果 

 
 

つまり、ビジネス・ルールの変更点を

詳しくテストし、妥当性の認定基準を

完全に満足していると確認できるた

め、ポリシー・マネージャーやビジネ

ス・アナリストが安心してルールの変

更を進められるのです。 
 

DVS を導入すると、ビジネス・ユー

ザーが以下の機能を利用できるよう

になります。 
 
• Microsoft® Office Excel あるいはエ

ンタープライズ・データ・ソース

からデータを入力できるようにな

ります。 
• テスト・ケースを修正し、期待す

る結果を簡単に得ることができま

す。 
• KPI (業績評価指標) と "what-if" 

シナリオを使ったシミュレーショ

ンが行えます。 
• 結果を Excel に送ったり HTML 

ファイルとして出力したりできま

す。 
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IT の生産性を改善 
DVS を統合すると、JRules Rule 
Studio 開発環境が大幅に強化され、

カスタマイズした試験やシミュレー

ションを Rule Team Server 用に準備

する際に必要となる時間も労力も大

きく削減されます。DVS のカスタマ

イズを行うプロジェクト・エディター

とプロジェクト・ウィザードを使えば、

テストやシミュレーションのシナリ

オを短時間で構築し、データの入力か

ら出力、KPI の定義、Rule Team Server 
から使うインターフェースの作成ま

で、さまざまな機能を実現することが

できます。DVS では、導入プロセス

も簡素化されます。ルール・プロジェ

クトのオブジェクト・モデルと実装ク

ラスという必要なものをすべてパッ

ケージとした Scenario Service 
Provider を生成し、展開すればいいの

です。 

Rule Studio を用いたカスタム・テストとカスタム・シミュレーションの生成 

 Rule Execution Server では、Decision Warehouse の実行をトレース可能 

ルール実行データが把握しやすい 
DVS からは、ルール・エンジンのト

ランザクションに関するデータや情

報へ簡単にアクセスし、意志決定がど

のように行われたのかを確認するこ

とができます。 

追加情報 結果から元となったルール・セットに

さかのぼることも可能です。Rule 
Team Server には古いルール・セット

も残されており、使用されたバージョ

ンのルール・セット定義へのリンクが

張られています。 

IBM WebSphere ILOG Decision 
Validation Services についてもっと詳

しく知りたい方は、IBM 営業担当者

あるいは IBM ビジネス・パートナー

へお問い合わせになるか、ウェブ・サ

イト 
(http://ibm.com/software/jp/websphere/) 
をご覧ください。 

DVS は Decision Warehouse にルー

ル実行の監査トレールを記録してお

り、検索、報告、分析などが行えます。

IT 担当者であってもその他の社員で

あっても、JRules Rule Execution Server 
に組み込まれたデシジョン・ビュー

アー・コンソールから、それぞれの意

志決定がどのように行われたのか、詳

細な情報を確認できるのです。 

 
DVS を導入すれば、どのようにルー

ルがシステムに影響を与えるのか、

ルール管理ライフサイクルの関係者、

全員が正確かつ安全、確実に把握し、

ルールが事業のニーズや目的に適し

ていることを確認できるようになる

のです。 
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